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お気軽に御相談ください（要予約） 
＊SC（スクールカウンセラー）：９:00～17:00 

＊校長相談日：ＡＭ（10:00～12:00） ＰＭ（16:00～17:00） 
 

３月の生活目標 感謝の気持ちを もちましょう 

生活指導部 

次の学年への進級や中学校への進学に向けたまと

めの時期となりました。日々当たり前のように過ご

している生活は、多くの人の支えで成り立っていま

す。 

例えば、毎日食べているご飯も、ご飯を作ってく

れる人がいて、更にその食材を育てたり、運んだり

してくれる人がいます。節目の時期だからこそ、自

分を支えてくれた人や物への感謝の気持ちを大切に

していきたいです。 

「なりたい自分」になる 
校長 本田 幸彦 

卒業式、修了式が今月の下旬に迫ってきました。一

年間の総まとめをするとともに、新年度に向けて準備

をする時期です。 

本校の教育目標は「よく学び よく遊び よりよく

生きる田小の子」です。全校朝会で、私は子どもたち

に問います。「一年前の自分と比べて、よく学び、よ

く遊び、よりよく生きる自分になれたでしょうか。」 

「よく学び」については、学校は「勉強するとこ

ろ」ですから、国語や算数などのいわゆる認知学習の

成果が考えられます。学んだことをもとに考えたり、

話し合ったり表現したり力が伸びたかどうか。音楽や

図工、体育で技能が身に付いたかということも振り返

ることができるでしょう。 

「よく遊び」については、遊ぶ時間は主に休み時間

が多いのですが、生活科の「昔遊び」のように遊ぶこ

とが学習になっていることもあります。「よく」遊ぶ

ためには、遊びへの熱意や意欲、自分の気持ちをコン

トロールする力、友達を思いやる力、失敗しても粘り

強く挑戦する力などが必要です。遊びを通して、これ

らの力が育っていることを実感できているかというこ

とになります。 

そして、「よりよく生きる」ことについて。この質

問に答えるのは難しいと思います。１年生と６年生で

は、発達の段階が異なります。返ってくる答えに違い

があるのは当然です。もう少し、具体的に問うことが

求められます。「学校に来るのが楽しいか」「自分が成

長できたと実感できるか」という問いなら答えやすく

なると思います。「自己の成長」をさらに発展させて

考えれば、「将来の自分の姿＝なりたい自分」を想像

することにもなります。 

このことは、子どもたちが「学ぶことと自己の将来

とのつながりを見通しながら、社会的・職業的自立に

向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けてい

く」ことにつながるのです。学習指導要領ではこのこ

とを「キャリア教育」と呼んで、「特別活動を要とし

つつ各教科等の特質に応じて充実を図り、学校、家庭

及び地域における学習や生活の見通しを立て、学んだ

ことを振り返りながら、新たな学習や生活への意欲に

つなげたり、将来の生き方を考えたりする活動を行う

（要約）」こととしています。 

３月９日は学校公開です。各学年の子どもたちの学

習の様子を御参観いただき、子どもたち一人一人が

「自己の成長を実感できているか」「なりたい自分に

近付けているか」を想像していただけたら幸いです。 

 

※今回は、特別企画として参観終了後に体育館にて、

NPO法人 xTReeE 代表理事 北川雄久先生を講師として

お招きし「変化の多い時代を生き抜く力を育てるため

に」という演題で「キャリア教育」の講演会を行いま

す。貴重な機会です。ふるって御参加ください。 

 

1日（金） ５時間授業 学級・学年集会 ＊SC 

4日（月） 学年朝会 クラブ活動  

笑顔プロジェクト（5,6年）＊SC 

5日（火） 6年生を送る会 

6日（水） 午前授業 委員会報告集会 

7日（木） ＊校長相談 AM 

8日（金） 安全タイム ＊SC 

9日（土） 土曜授業公開 算数補習教室 

11日（月） 全校朝会 避難訓練  ＊SC 

12日（火） 保護者会 4～6年 田小教育活動報告会 

13日（水） 午前授業 音楽朝会 ＊校長相談 PM 

14日（木） 保護者会 1～3年 田小教育活動報告会 

15日（金） 人権タイム ＊SC 

18日（月） 全校朝会 卒業式式場設営（5年）＊SC 

19日（火） 1～4年午前授業 卒業式リハーサル  

20日（水） 春分の日  

21日（木） 午前授業 給食終わり 

22日（金） 1～4年休業日 卒業式 

25日（月） 午前授業 修了式 ＊SC 

 

  



６年生を送る会    
 

３月５日（火）に『６年生を送る会』があります。６

年生の卒業をお祝いする気持ちと、今までお世話になっ

たことへの感謝の気持ちを伝えるために、１～５年生は

出し物の練習、飾り付けの準備をしてきました。久しぶ

りに、全校集まっての実施を予定しています。 

６年生に関するクイズや替え歌、呼び掛け、６年生と

の対決企画など、各学年がオリジナルの出し物を披露し

ます。各学年の発表、代表委員会による６年生クイズコ

ーナー、６年生から５年生への引継ぎの会など、盛りだ

くさんの内容で「６年生を送る会」を大成功させたいと

思います。 

田小教育活動報告会 ３月１２日（火）・１４日（木）         経営専任主任 

保護者の皆様には日頃より本校の教育活動に御理解、御協力をいただきましてありがとうございます。 

３月の保護者会の冒頭にて、「令和５年度 田園調布小学校 教育活動報告会」を実施いたします。お子様の在籍する

各教室にて、動画を放映する予定です。 

今年度の本校における教育活動について、校長からの挨拶に加え、校内研究・生活指導・食育の各取組と、昨年 12

月に実施した学校教育アンケートの結果をお伝えします。子どもたちの様子や本校の取組内容の概要を紹介いたしま

すので、ぜひ御参加ください。 

読みきかせの会    

今年度も「大人と子供のための読みきかせの会」の

皆様に御来校いただきました。 

今回のお話は、「1000 の風 1000 のチェロ」。読み聞

かせが始まると、美しい音楽と、中井貴惠さんの素敵

な朗読に、子どもたちはあっという間に絵本の世界に

引き込まれていきました。特に、チェロの豊かな音色

に魅了された子どもたちが多かったようです。物語と

音楽の世界を味わうことができる、貴重な機会となり

ました。 

ユニセフ学校募金   
 
本校では、毎年ユニセフ学校募金に参加してきまし

た。今年度も、１月 22 日（月）～１月 26 日（金）の

５日間、集金活動を行いました。代表委員の児童を中

心に全校に募金を呼び掛け、総額 115,637 円の募金が

集まりました。御協力ありがとうございました。 

外国で厳しい生活をしている子どもたちの様子に関

心を向け、自分たちにできることを考えるきっかけと

なったと思います。募金活動を通して、「新年に起こっ

た能登半島地震にも募金をしたい。」と話す子もいまし

た。持続可能な社会の創り手を育む大切な学びのある

活動を今後も続けていきたいと思います。 

    

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研究 今年度を振り返って 

           
本校では、２年間を通して「自己の学習課題を見いだ

し 粘り強く解決しようとする児童の育成～『できる・

分かる』の積み重ねを通して～」というテーマで研究を

進めてまいりました。児童が学習課題を見いだし、粘り

強く解決していくためには、「できた！分かった！」を経

験することで得られる楽しさが必要だと考え、手だてを

講じてまいりました。 

 ２年間の研究を通して、アンケートによる児童の実態

調査から自分が取り組みたいことや学び方を考えなが

ら運動に取り組む児童が 100 パーセントになりました。

また、運動が楽しいと答えた児童も伴って増えたことが

成果といえます。 

来年度から、本校の校舎改築工事が始まります。工事

期間中は運動ができる場所が限られますが、引き続き体

育科の指導改善を目指し、運動や遊びを充実して行うこ

とができる環境について考えてまいります。 

保健室の１年間 

  

昨年５月に新型コロナウイルス感染症が５類に移

行となり、様々な行動制限や活動自粛が解かれ、学校

でも随分と以前の活動を再開することができました。    

子どもたちは、日常の活動や行事、校外学習など、

久しぶりだったり、場合によっては初めてだったりす

る活動に出会い、より多くのことを学び、よい経験を

重ねることができたことと思います。 

 保健室には、毎日けがや体調不良などで子どもたち

が訪れます。けがをした時の状況を詳しく説明した

り、体調が変化した様子を時系列で話したり、自分の

ことをきちんと説明しようとする姿が多くみられま

した。それは、様々な感染症が流行ったり、災害に遭

ったり、いつ何が起こるかわからない現代において、

とても大切な力だと感じます。事故やけがが起こらな

いようにどうしたらよいかを考える力とともに、何か

起こったときにどうしたらよいかということも考え

られる力を身に付けられるように今後も子どもたち

を見守ってまいります。 

今年度も１年間、保健室での対応や 

学校保健活動に温かい御配慮や御協 

力をいただきありがとうございました。 

 子どもたちにも保護者の皆様にも、 

たくさん支えられた１年間でした。 


